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障べ

木
の
炉
京
に
や
ど
れ
る
光
お
の
つ
か
ら

親
し
き
夏
の
す
が
た
な
る
か
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牧
水

子
と
も
た
ち
魚

見
守
る
や
ε
し
い
目

　
国
道
二
一
七
号
更
郷
中
学
校
入
□
で
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
　
く

交
通
指
導
を
行
う
矢
野
彩
也
さ
ん
。

　
日
向
地
区
交
通
安
全
協
会
で
交
通
指
導

員
と
し
て
勤
務
す
る
よ
う
に
な
っ
て
二
任
．
。

坪
谷
区
の
市
谷
月
崎
か
ら
□
向
市
へ
通
勤

す
る
途
中
、
小
中
学
生
の
道
路
横
断
の
多

い
こ
の
場
所
で
交
通
指
導
を
行
っ
て
い
ま

す
。　

交
通
安
全
教
室
等
で
、
子
供
た
ち
の
反

応
を
み
る
の
が
臭
し
み
と
い
う
一
十
四
歳
。

朝
、
出
会
っ
た
ら
コ
お
は
よ
う
し
の
声
を

掛
け
て
く
だ
さ
い
。

‘
一

　　一　　　　　　、

人口5，546人（△lo）

　男　2，655人（△10）

　女2．891人（o＞

世帯数1、719戸（△4）

　平成7年6月1日現在
　　　（　）は竜前月比

「町報とうこう」は再生紙を使用しています㊧
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アイルランド、 0ックレア町と交流

観

　東郷町においても、日本人としての誇りと自覚を育てなから国際社会に対応てきる人材を育成することを目的

として国際交流を推進しています。そこて今回、国際交流員として、舌躍いただいているエチル・クイーンのふる

さとアイルラントのロックレア町から民族舞踊（タンス）の少年団を招いて、町内の子ともたちを中心に異文化

を直接肌て感してもらいました。

　訪れた一行は、引率者3名、少年団8名（男2名、女6名）て6月10日から13日まての滞在期間中、町内にホー

ムステイし、総合文化センターで「イ云統舞踊・芸能の国際交流」を行うほか、各小中学校て交流を行うなと幅広

く町民と接しました。

　
　
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
ダ
ン
ス

　
こ
の
踊
り
は
、
収
穫
や
種
蒔
き
時
、
ま
た
、
戦
い
の
出
陣

や
凱
旋
の
時
な
ど
に
踊
ら
れ
て
き
ま
し
た
か
、
現
在
は
祭
り

や
遊
び
の
中
で
踊
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
衣
装
は
た
く
さ
ん
の
色
と
幾
何
学
的
な
模
様
で
刺
し
ゅ
う

が
施
さ
れ
た
手
作
り
の
も
の
で
、
こ
の
模
様
は
ケ
ル
ト
民
族

が
伝
え
た
も
の
で
す
。

心騒髄骸
　　　　　　　　　　　町・踊県．東通

・鱗”

四四
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垂
垂
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▲坪谷子ども臼太鼓

㊥
◎
②
㊧
㊥
◎
⑳
㊥

▲福瀬子ども神楽

▲牧水庵ではフォークを使ってうどん
　を食べる人も

、

§ 凝
　
　
　
、
4

慨
苓需

▲坪谷小での交流会、すぐに仲良

　くなれました

▲自由時間は牧水公園でパターゴルフ ▲ホームステイした家庭では楽しい
　話題か広がりました

▲国際交流サロンでは、はしの
　使い方を指導する光景も

▲伝統舞踊・芸能の国際交流のあ

　とは、舞台裏で記念撮影

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑲2111㈹まで〉 ★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉
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窒
蚕ク

「
懲
や
＠
犠
㊥
撫

～
初
回
の
日
曜
日
で
　
笏
％
．
・
．
㍗

　
　
　
　
　
　
　
5
ト
ン
を
超
え
る
〃
～

　
五
月
二
卜
一
日
は
　
日
曜
日
回
収

の
初
日
で
し
た
。
そ
の
実
績
は
次
の

と
お
り
で
す
。

★
搬
入
団
体
数

★
品
目
別
内
訳

　
新
　
聞
　
類

　
雑
　
誌
　
類

　
ダ
ン
ボ
ー
ル
類

ト
一
団
体

～ ～　～

★
個
人
持
ち
込
み
分

　
　
　
　
　
合
計

　
当
日
は
、
午
前
中
雨
が
降
っ
た
た

め
、
濡
ら
さ
な
い
よ
う
に
シ
ー
ト
を

か
け
て
の
搬
入
で
大
変
で
し
た
が
、

午
後
か
ら
『
二
度
目
の
持
込
み
』
を

さ
れ
た
方
も
い
ま
し
た
．

古
紙
回
収
日

と
　
き
　
毎
月
第
三
日
曜
日

と
こ
ろ
　
羽
坂
不
燃
物
処
理
場

時
間
九
時
か
ら
十
五
時

持
ち
込
み
　
登
録
団
体
及
び
個
人

　
ま
だ
多
く
の
方
が
ご
存
知
な
い
よ

う
で
、
羽
坂
の
不
燃
物
処
理
場
で
の

回
収
を
見
て
初
め
て
知
っ
た
と
言
う

方
も
多
か
っ
た
よ
う
で
す
．

　
ま
た
、
「
回
収
」
と
「
投
棄
」
を
間

違
え
て
、
埋
立
て
地
に
捨
て
て
し
ま

っ
た
方
も
い
た
よ
う
で
す
、

　
～
初
回
で
気
付
い
た
事
項
～

「、

ｪ
別
の
徹
底

二
・
六
ト
ン

一
・
一
ト
ン

C
・
一
ト
ン

一
・
五
ト
ン

五
・
ミ
ト
ン

∵＠
〃笏・．砺．

　
　
チ
ラ
シ
の
中
に
雑
誌
や
電
話
帳

　
を
混
入
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

二
、
ひ
も
類
で
く
く
る

　
　
車
か
ら
降
ろ
す
時
に
、
解
け
な

　
い
よ
う
に
き
つ
く
縛
る
。

三
、
再
利
用
の
た
め
の
回
収
で
す
。

　
　
埋
立
て
地
に
捨
て
な
い
よ
う
に
。

　
～
役
場
で
も
分
別
回
収
～

　
日
常
業
務
は
”
紙
〃
が
相
手
の
役

場
で
は
、
各
課
に
『
リ
サ
イ
ク
ル
リ

ー
ダ
ー
』
を
置
い
て
、
減
量
化
と
資

源
化
に
努
め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

再
生
紙
の
利
用
を
、
コ
ピ
ー
用
紙
・

印
刷
物
を
中
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
町
報
「
と
う
こ
う
」
も
再
生
紙

を
使
用
し
て
い
ま
す
．
．

　
　
　
本
年
四
月
一
日
付
で
、

す
警
委
員
会
に
晒
現
生

　
　
の
後
任
と
し
て
笠
牟
田
保

まし
糧
讐
鰹
編
難

へ一
し
終
え
、
五
月
か
ら
本
格
的

　
　
に
ご
活
躍
い
た
だ
い
て
い

願　　
ま
す
。

およろしく

4

　
は
じ
め
ま
し
て
．
教
育
委
員
会
に

派
遣
さ
れ
ま
し
た
笠
牟
田
保
昌
で
す
。

三
月
ま
で
、
高
城
町
の
高
城
中
学
校

で
国
語
の
教
師
を
し
て
い
ま
し
た
。

部
活
動
は
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
。

担
任
だ
っ
た
三
年
生
も
無
事
卒
業
し
、

部
員
も
か
わ
い
い
子
ば
か
り
で
し
た
。

卒
業
式
で
も
、
部
の
お
別
れ
会
で
も

泣
い
て
し
ま
い
、
教
師
と
い
う
職
の

喜
び
と
や
り
が
い
を
あ
ら
た
め
て
味

わ
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
人
生
一
期
一
会
。
こ
こ

東
郷
町
に
お
け
る
新
し
い
仕
事
の
中

で
の
、
皆
様
と
の
新
し
い
出
会
い
に

胸
を
弾
ま
せ
て
い
ま
す
．
．
座
右
の
銘

は
『
信
頼
』
．
．
実
は
今
ま
で
生
徒
に

繰
り
返
し
語
っ
て
き
た
言
葉
で
す
。

皆
様
と
そ
う
い
う
信
頼
関
係
を
つ
く

り
合
え
た
ら
と
願
っ
て
い
ま
す
。
ど

う
か
気
軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
牧
水
記
念
館
と
公
園

は
、
は
じ
め
て
妻
と
デ
ー
ト
し
た
と

こ
ろ
。
も
っ
と
も
妻
が
覚
え
て
い
て
、

私
は
忘
れ
て
い
た
の
で
す
が
…
。
授

業
で
も
教
え
た
若
山
牧
水
生
誕
の
地

に
赴
任
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
て
、

感
憾
深
い
と
同
時
に
、
大
変
嬉
し
く
、

ま
た
誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
ん
な
私
で
す
が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
．
、

県企業局
からのお願い

水
難
事
故
防
止
の
た
め

　　

_
ム
の
放
流
に
注
意
し
ま
し
ょ

レ
紙
源
セ
ン
タ
ー
（
日
向
市
）
に

　
蓄
積
さ
れ
た
古
紙
類

　
本
年
も
ま
た
梅
雨
、
台
風
等
に
よ

る
出
水
期
を
迎
え
ま
す
が
、
こ
の
時

期
は
皆
さ
ん
が
遊
泳
、
魚
釣
り
な
ど

で
河
川
に
立
ち
入
る
機
会
も
多
く
な

る
と
思
い
ま
す
。

　
次
の
事
項
を
し
っ
か
り
守
っ
て
水

難
事
故
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

一、

_
ム
で
は
、
長
雨
や
集
中
豪
雨

の
時
に
は
、
洪
水
を
調
節
す
る
た
め

に
ダ
ム
か
ら
放
流
を
行
い
ま
す
。
放

流
の
際
は
、
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
・
ス
ピ

ー
カ
ー
・
電
光
掲
示
板
な
ど
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
の
で
安
全
な
場
所
に
避

難
し
て
く
だ
さ
い
。

二
、
こ
の
時
期
は
、
夕
立
な
ど
で
上

流
の
み
降
雨
が
あ
り
思
わ
ぬ
出
水
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
河
川

水
位
の
変
動
に
は
絶
え
ず
注
意
を
払

っ
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
．
．
特
に

天
候
が
悪
い
と
き
の
水
泳
、
釣
り
、

キ
ャ
ン
プ
な
ど
は
避
け
る
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

三
、
ダ
ム
の
周
辺
は
、
足
場
が
悪
い

う
え
急
激
に
深
く
な
っ
て
い
て
危
険
で

す
か
ら
、
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
ダ
ム
湖
面
内
で
は
絶
対
に
泳

が
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ダ
ム
の
上
流

五
十
メ
ー
ト
ル
、
下
流
二
百
メ
ー
ト

轟
ノ

ル
は
禁
漁
区
に
な
っ
て
い
ま
す
．
、

四
、
発
電
所
で
は
、
電
気
の
消
費
量

に
あ
わ
せ
て
絶
え
ず
放
水
量
が
調
整

さ
れ
ま
す
の
で
、
発
電
所
の
放
水
路

付
近
は
、
水
位
の
変
動
が
大
き
く
危

険
で
す
か
ら
立
ち
入
ら
な
い
で
く
だ

さ
い
。

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせ〈ださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉
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土

石
流

　
山
中
に
貯
ま
っ
た
土
・
石
・
砂
な

ど
が
、
梅
雨
や
台
風
な
ど
の
集
中
豪

雨
に
よ
る
水
と
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
、

一
気
に
流
れ
出
し
て
く
る
の
が
土
石

流
で
す
。
破
壊
力
が
大
き
く
、
ま
た

ス
ピ
ー
ド
も
速
い
の
で
、
大
き
な
被

害
を
お
よ
ぼ
し
ま
す
．

地
す
べ
り

　
粘
土
な
ど
、
地
中
の
す
べ
り
や
す

い
層
に
地
下
水
が
入
り
込
み
、
地
面

が
ズ
ル
ズ
ル
と
動
き
出
す
の
が
地
す

べ
り
で
す
。
一
度
に
広
い
範
囲
の
地

面
が
移
動
す
る
た
め
、
広
い
範
囲
に

被
害
を
お
よ
ぼ
し
ま
す
．
、
ま
た
、
す

べ
り
出
し
た
土
塊
が
河
川
を
せ
き
止

め
た
り
、
二
次
災
害
を
引
き
起
こ
す

こ
と
も
あ
り
ま
す
．
、

が
け
崩
れ

　
地
面
に
し
み
込
ん
だ
水
分
が
土
の

抵
抗
力
を
弱
め
、
弱
く
な
っ
た
斜
面

が
突
然
崩
れ
落
ち
る
の
が
が
け
崩
れ

で
す
。
突
発
的
に
起
こ
り
、
崩
れ
落

ち
る
ス
ピ
ー
ド
も
速
い
の
で
、
逃
げ

遅
れ
る
人
も
多
く
、
死
者
の
割
合
も

高
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
地
．
震
を
き

っ
か
け
に
起
こ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
．
．

　　　痘危

　　　　　　

いざという時の心構え

雨
に
注
意

し
て
ま
す
か
？

　
土
砂
災
害
の
多
く
は
雨
が
原
因
で
起

こ
り
ま
す
．
．
長
雨
や
大
雨
で
危
険
だ
と

思
っ
た
ら
、
早
目
に
避
難
し
ま
し
ト
φ
う
、

逃
げ
方
を

知
っ
て
ま
す
か
？

　
土
石
流
は
ス
ピ
ー
ド
が
速
い
た
め
、

流
れ
を
背
に
し
て
逃
げ
た
の
で
は
追

い
つ
か
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
土
砂
の

流
れ
る
方
向
に
対
し
て
直
角
に
逃
げ

る
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

避
難
場
所
を

知
っ
て
ま
す
か
マ

　
普
段
か
ら
家
族
全
員
で
避
難
場
所

や
避
難
す
る
道
順
を
話
し
合
っ
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
家
族
全
員
が
一
緒
に

い
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
時

の
事
も
考
慮
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　　　　　　r一　「　一　r9’　　　　一　r　g　r　一　　　「　一　’　　層　　「　一　　，　　9　「層　，一一7　一　「一　「「　9　・

「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
発
見
の
旅
」

　
【
旅
行
記
】
　
最
終
号

　
八
月
三
日
（
晴
）

　
慌
た
だ
し
く
飛
行
機
に
乗
っ
た
の

が
、
現
地
時
間
の
二
日
午
前
十
】
時

五
分
で
あ
る
．
、
機
内
で
は
、
生
徒
達

も
慣
れ
た
も
の
で
落
ち
着
い
て
い
る
。

飛
行
機
は
、
東
に
向
か
っ
て
飛
ん
で

い
る
の
で
ブ
ラ
イ
ン
ド
が
降
ろ
さ
れ
、

無
理
に
睡
眠
を
さ
せ
て
い
る
の
で
あ

る
が
な
か
な
か
寝
つ
け
な
い
。
十
二

時
間
余
の
時
間
を
ど
う
に
か
過
ご
し
、

無
事
一
二
日
十
時
十
分
に
大
阪
空
港
に

着
い
た
．
日
本
で
は
、
言
葉
の
不
自

由
は
何
一
つ
な
く
堂
々
と
し
て
い
る
．
．

と
こ
ろ
が
、
私
た
ち
と
】
緒
に
着
い

た
筈
の
土
産
い
っ
ぱ
い
の
ス
ー
ツ
ケ

ー
ス
が
着
い
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
、

．
パ
リ
か
ら
ロ
ン
ド
ン
そ
し
て
日
本
へ

向
か
う
際
に
積
込
ま
れ
て
い
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。
後
で
宅
急
便
で
送
っ

て
貰
う
こ
と
に
な
っ
た
が
残
念
で
な

ら
な
か
っ
た
。
い
ろ
ん
な
事
が
あ
っ

た
二
週
間
の
旅
も
無
事
終
わ
っ
た
。

　
引
率
者
と
し
て
参
加
し
て
、
ま
ず

第
一
に
、
エ
デ
ル
と
生
徒
達
に
感
謝

し
た
い
。
ま
た
「
百
聞
は
一
見
に
如

か
ず
」
で
あ
る
。
こ
の
生
徒
た
ち
が

次
代
を
担
っ
て
行
く
こ
と
は
間
違
い

な
い
。
参
加
し
た
生
徒
達
も
、
現
在

は
高
校
生
で
あ
る
。

　
な
か
な
か
会
う
機
会
が
無
い
が
、

教
育
委
員
会
海
野
誓
生

こ
の
旅
が
大
き
な
財
産
と
な
っ
て
い

る
と
確
信
し
て
い
る
．
、

　
今
年
も
、
引
率
者
三
名
、
一
般
か

ら
二
名
、
中
学
生
十
名
の
参
加
が
既

に
決
ま
っ
て
い
る
．
、
見
て
、
聞
い
て

話
し
て
、
食
べ
て
そ
の
中
か
ら
何
か

を
見
つ
け
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

第
2
回
「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
発
見
の
旅
」

　
　
　
　
　
　
　
参
加
者
決
ま
る

　
今
年
度
の
海
外
派
遣
事
業
「
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
発
見
の
旅
」
の
参
加
者
が

次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。
中
学

生
は
希
望
者
の
中
か
ら
抽
選
で
、
ま

た
一
般
者
は
平
成
塾
の
受
講
生
の
中

か
ら
決
定
し
ま
し
た
。

団
長

引
率
者

一
般
者

中
学
生

渡
邊
邦
彦
　
　
（
教
育
長
）

平
野
宇
市
　
　
（
役
場
）

エ
デ
ル
・
ク
イ
ー
ン
（
国
際
交
流
員
）

岩
田
政
詞
　
　
（
福
瀬
）

小
川
澄
雄
　
　
（
鶴
野
内
）

矢
野
和
也
　
　
（
東
郷
中
）

中
野
政
則
　
　
（
　
〃
　
）

橋
口
昭
太
郎
　
（
　
〃
　
）

中
谷
真
人
　
　
（
坪
谷
中
）

飛
脚
有
里
　
　
（
東
郷
中
）

三
原
直
子
　
　
（
　
〃
　
）

直
野
ひ
ろ
み
　
（
　
〃
　
）

鶴
田
わ
か
な
　
（
　
〃
　
V

海
野
亜
由
美
　
（
坪
谷
中
）

橋
口
裕
美
　
（
美
々
津
中
）
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　　可愛いい鵡でお籟み

5月16日1火1

福瀬小学校では、恒例の全校児童によるお茶摘みが行
学
た
生
れ
初
ん
収
校

翻
し
先
か

瀬
ま
頭
分
今
生
の
外

福
れ
教

　
わわれました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
　教頭先生からお茶の摘み方の指導を受けた後、各学年　．

毎に分かれて校庭の周りに植えてあるお茶を摘みました　：

が、今回初めてお茶を摘む1年生も慣れない手付きなが：

ら一生けんめい作業しました，　　　　　　　　　　　．
　この日収穫されたお茶は、製茶された後、みんなで味：

わう外学校を訪れる方々に飲んでいただくそうです，

■－■【r【．■rnコ【－■－－一－正－－－－正翼－－－璽r【x璽－－【■Hr【－■．Hr－r－■「n■n－【n■－－－－－－x「－－－

　　　　　　　がんばりました

5月27日1土1・28日2日　　　　一県民体育大会一

　第49回県民体育大会が、県総合運動公園を中心に開催

され、次の方々が入賞しました。
バドミントンの部団体戦

水泳の部　50m自由型35歳以上

陸上の部

　　　女子2000m　50歳以一ヒ

　　　女子200m　40歳～49歳

　　　女子400mリレー

　　　男子砲丸投50歳～59歳

女子5000mロード29歳以下

第3位　東臼杵郡千一ム局尾美紀さる：ご中深：

第21立高山文博さん鶴野内

第3位原田美穂さん1福　i翰

優勝黒木絹子さんL鶴野内1

第3位那須フミヨさんf小野田i

第2位　東臼杵郡千一ム毎野t車子さら：越表：

第5位田辺英雄さん福瀬

－－

｝
τ1

｝一　　
rI

　
1

皿
】【コ【】「】【■＝】［皿】【】〔＝＝【】〔幽幽一星叉一－－＝－－－夏一】［L【里一＝＝】【－璽

“5 @鋤鍾識
臼

田面一　　羅　脚謂角丁　　輔　 剛　 日

誌1藁幾｝
脚韻馬
櫛ζ』一＝

ギ
．瓢

藁
隅
ゾ轟

幾
．
鞍

〆
謬
、

“アユ漁”解禁

6月1日木

　この日を待ちかねていた太公望たちが、朝早くから耳

川、坪谷田へ一斉に繰り出しました。

　なかなかあたりのこない名人たちもポイントを見つけ

ながら終日楽しんでいたようでした、

　今年のアユ、例年に比べ形が大きく、また量も多いと

いうことです．
．

】「】＝－

㎜
【－■■

｝
fX至｝｝璽軍陣重亙三∫－星茎至心毫軍＝r－ーヨ玉璽】【至z里璽－夏－－【－－璽■－－－｛【－■－麗麗■－－－】【．「【「－x■．－

まくべつから初夏のメッセージ

　6月8日木1

　東郷町と姉妹町として交流している北海道：の幕別町か

ら初夏のたより“すずらん“が届けられました。

　幕別町の国花であるこのすずらんは、街の中心部から

少し離れた山林に自生しているそうです。

　早速、住民課窓口と老人ホーム　鈴峰園」に飾られま

した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　∠

，
　
　
　
　
　
含

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉

⑦鞘ど弓ご’う

　　　　　メベリへ

　　　　　　　　　　　東郷町回

瀞
わ
触譲

．

　
　
　
へ
、
誓
・

　
　
　
　
レ
ρ
！
〆
　
．
弓

　
　
　
　
　
一
　
ノ

　
　
　
　
　
津
　
ず

　
皇
嗣
▼

㌻
盈
。
　
　
，

　
　
　
　
「

顯燈
”膠ミζ〉

亀

「

9

り1

　　　」

英1

さ
ん
（
5
7
歳
）

○
出
身
地

　
　
仲
深
　
久
居
原

。
生
年
月
日

　
　
昭
和
十
二
年
八
月
二
十
二
日

。
実
家
の
現
在
の
世
帯
主

　
　
三
浦
治
一
さ
ん
（
兄
）

O
現
在
の
住
所

　
　
福
岡
県
太
宰
府
市

　
㈱
ポ
ー
ル
ス
タ
ー
の
代
表
取
締
役

社
長
と
し
て
ご
活
躍
の
三
浦
さ
ん
．
、

昭
和
四
十
九
年
に
設
立
し
た
会
社
も

二
十
二
年
目
を
迎
え
、
現
在
は
経
営

業
務
は
社
員
に
任
せ
て
、
旅
行
と
週

二
回
の
ゴ
ル
フ
を
楽
し
ん
で
い
る
そ

う
で
す
。

　
自
宅
で
は
、
奥
さ
ん
と
二
人
で
仲

良
く
暮
ら
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　
　
’

　
『
と
し
月
は
射
る
矢
の
ご
と
し
、

も
の
は
み
な
』
と
の
言
葉
通
り
、
故

郷
を
離
れ
て
四
十
五
年
と
言
う
歳
月

が
流
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
生
ま
れ

育
っ
た
地
を
想
う
時
、
遠
く
に
離
れ

て
な
お
募
る
も
の
で
あ
り
、
今
日
で

も
故
郷
の
こ
と
と
な
る
と
胸
熱
い
も

の
を
感
じ
ま
す
。

　
私
は
小
学
校
時
代
の
想
い
出
し
か

な
い
の
で
す
が
、
坪
谷
小
学
校
時
代
、

仲
瀬
・
久
居
原
地
区
で
先
輩
と
共
に

集
団
登
校
し
て
い
た
冬
に
は
、
寒
い

の
で
全
員
一
列
に
並
び
大
声
を
出
し

な
が
ら
走
ら
さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
、

坪
谷
川
を
下
り
な
が
ら
帰
っ
た
日
々

は
、
想
い
出
深
い
も
の
で
す
。

　
学
校
で
は
、
年
一
度
新
学
期
に
遠

足
が
あ
っ
た
こ
と
、
い
つ
も
「
豆
飛

山
」
だ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
も
、
先
輩
や
友
達
と
共
に
汗

し
て
過
ご
し
た
懐
し
い
事
柄
で
あ
り

★
☆
み
3
さ
と
6
思
い
出
丸
な
し
☆
★

ふ
る
さ
と
の
自
然
と
文
化
を
誌
5
5
り
に

積
極
的
な
試
行
錯
誤
を

　
全
国
ど
こ
へ
行
っ
て
も
、
村
づ
く

り
町
づ
く
り
が
叫
ば
れ
て
い
る
中
で
、

少
し
ず
つ
活
性
化
の
差
が
つ
き
始
め

て
い
る
時
代
だ
と
思
い
ま
す
。

　
地
域
社
会
を
取
り
巻
く
情
勢
は
、

日
々
進
展
変
化
し
、
東
郷
町
と
い
え

ど
も
地
球
的
、
国
際
的
視
野
を
持
っ

た
生
活
づ
く
り
が
欠
か
す
こ
と
の
で

き
な
い
条
件
と
な
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
か
ら
も
東

郷
町
に
人
が
生
き
て
生
活
し
て
ゆ
く

か
ぎ
り
、
町
の
生
活
が
実
感
と
し
て

美
し
く
豊
か
で
楽
し
い
存
在
で
あ
っ

て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

ま
す
。

　
春
夏
秋
冬
豊
か
な
自
然
に
守
ら
れ

て
、
子
供
時
代
を
過
ご
し
た
故
郷
こ

そ
が
、
豊
か
な
心
と
健
康
な
体
を
鍛

練
し
て
く
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
の
美
し
い
自
然
と
文
化

を
誇
り
に
感
じ
、
恩
恵
を
今
更
な
が

ら
心
か
ら
有
難
く
感
じ
て
い
る
次
第

で
す
．

　
　
＜
幼
い
頃
親
し
ん
だ
坪
谷
川

　
そ
の
為
に
も
、
積
極
的
な
試
行
錯

誤
の
中
か
ら
明
日
に
向
け
た
現
実
を

形
成
さ
れ
る
こ
と
こ
そ
が
、
町
民
一

体
の
行
政
だ
と
存
じ
ま
す
。
新
し
い

魅
力
あ
る
ふ
る
さ
と
に
期
待
い
た
し

ま
す
。

一y「を鼎脳漁栃

干
支
の
町
北
方
町
の
緑
濃
き

　
谷
間
に
映
ゆ
る
朱
の
大
橋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
森
　
　
秀

峡
深
く
緑
な
す
山
に
紅
映
え
て

　
干
支
大
橋
優
雅
に
見
ゆ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
植
田
イ
セ

幾
歳
か
過
ぎ
し
川
辺
の
梅
な
れ
ど

　
来
る
年
毎
の
春
を
告
げ
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
　
滉

高
千
穂
は
神
秘
の
峡
ぞ
車
中
よ
り

　
壮
大
な
る
橋
中
天
に
見
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
キ
ヌ
子

　
県
北
の
山
峡
跨
ぐ
干
支
大
橋

　
虹
か
か
る
如
く
緑
に
映
ゆ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
久
子

　
音
も
な
く
降
り
来
し
雨
に
満
開
の

　
庭
の
白
藤
濡
れ
て
咲
き
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
原
八
重
子

　
騒
が
し
き
国
の
内
外
目
ま
ぐ
る
し

　
　
町
史
編
纂
の
事
務
に
追
は
る
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
都
甲
鶴
男

　
バ
イ
パ
ス
の
開
通
な
り
て
日
之
影
の

　
　
峡
の
渓
間
の
人
家
寂
し
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄

◎
竃
畢
～
ゆ
～
づ
～
4
～
‘
～
‘
～
春
～
4
軍
が
～
チ
…
～
■
～
．
登
～
4
～
4

　
情
報
係
で
は
、
「
わ
が
ふ
る
さ
と
東

郷
町
」
へ
の
寄
稿
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
東
郷
町
出
身
者
で
、
現
在
は

町
外
で
生
活
さ
れ
て
る
方
を
是
非
ご

紹
介
く
だ
さ
い
。
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屡
、
諮
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▼題「かえる」

｛舜壺！ 〆“
4

～
鰍

　　　　坪谷の

　三浦靖書くん5歳1

父：三浦聖治さん

母：　美干代さん
O好きな遊びは何ですか？

　野球

O大きくなったら何になり

　たいですか？

　野球選手

「

ヒ
弓

9

　　　　仲深の

　黒田博史くん5撫
父：黒田敏彦さん

母：　　初美さん

。好きな遊びは何ですか？

　ぶらんこ

O大きくなったら何になり

　たいですか？

　おもちゃ屋さん

嚇
著
羽
♂
諒

願嬉
’
　
　
ゴ
聖

）
し瀬醗
　　　　▲題「かえるJ

．
T
．
Y
．
γ
．
Y
．
7
・
Y
・
Y
・
Y
・
Y
・
γ
・
Y
・
Y
・
7
・
7
・
Y
・
Y
・
Y
・
Y
・
Y
・
Y
・
Y
・
7
・
T
。
Y
・
↑
・
Y
・
7
・
Y
・
7
・
7
・
Y
・
Y
・
Y
・
7
・
Y
・
Y
・
7
・
γ
・
ヤ
・
Y
・
ヤ
・
7
・
T
・
7
・
Y
・
Y
・
Y

3講財理一街の話講話

蛎竃一一表彰を受けました
　　「黒進亭」

一食品衛生優良施設一

　日向地区食品衛生協会

の定期総会において、食

品衛生優良施設として

二進亭」の谷口彰さん

が、日向地区食品衛生協

会長表彰を受勲しました。

　黒進亭オープン以来8

年目を迎えている谷口さ

ん、「これを機会にさら

にがんばりたい」と話し

ていました。

圏
回
回
回
凶
O

　　

�
ｳ
車
両
法
に
つ
　
て

　
1
平
成
七
年
「
月
一
日
施
行
1

◎
前
面
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
取
り

　
外
し
禁
止

　
前
面
の
自
動
車
登
録
番
号
票
（
ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
）
に
つ
い
て
は
、

「
運
行
中
自
動
車
の
登
録
番
号
が
判

読
で
き
る
よ
う
に
、
自
動
車
登
録
番

号
票
を
自
動
車
の
前
面
及
び
後
面
の

見
や
す
い
位
置
に
確
実
に
取
り
付
け

る
こ
と
」
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
が
取

り
付
け
ら
れ
て
い
て
も
、
折
り
曲
げ

た
り
・
テ
ー
プ
等
を
貼
付
し
た
り
・

ひ
さ
し
を
付
け
た
も
の
等
は
違
反
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
1
平
成
七
年
し
月
一
日
施
行

◎
日
常
点
検
整
備

　
点
検
整
備
の
名
称
が
、
従
来
の
運

行
前
点
検
か
ら
日
常
点
検
整
備
に
変

更
さ
れ
、
自
家
用
自
動
車
等
に
つ
い

て
は
、
走
行
距
離
、
運
行
時
の
状
態

等
か
ら
判
断
し
た
適
切
な
時
期
に
日

常
的
に
点
検
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て

点
検
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
．

　
事
業
用
自
動
車
は
、
従
来
ど
お
り

一
日
一
回
の
点
検
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
、

　
日
常
的
に
点
検
す
べ
き
事
項
と
は
、

突
発
的
に
不
具
合
が
発
生
す
る
可
能

　
　
　
　
、

　
　
　
　
し

性
の
あ
る
方
向
指
示
器
・
尾
灯
等
・

制
動
装
置
（
ブ
レ
ー
キ
）
の
作
動
状

況
を
い
い
ま
す
．

◎
車
齢
十
一
年
を
越
え
る
乗
用
車
車

　
検
証
の
有
効
期
間
が
二
年
に
な
り

　
ま
す
。

　
車
齢
十
一
年
を
超
え
る
乗
用
車
、

車
齢
十
年
を
超
え
る
小
型
の
二
輪
自

動
車
等
に
つ
い
て
、
自
動
車
検
査
証

（
車
検
証
）
の
有
効
期
間
が
一
年
か

ら
二
年
に
延
長
さ
れ
ま
す
、

　
　
文
責
東
郷
駐
在
所
久
保

交
通
事
故
の
発
生
状
況

　
　
・
五
月
末
累
計
一
三
は
当
弓
分
・

計

i
椎
i
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村
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．
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一事物

ﾌ損

　
　
全
国
　
四
、
○
八
（
）
人

死
者

　
　
県
内
　
　
　
　
、
瓦
こ
人
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難
零
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　　　　　⑨鞘ど弓ご’り

二
の
一
票

　　

ﾞ
す
の
く
5
』
孟
』

　　

@　

@　

@　

閧
｢
警
急
め
二
て

宮崎県知事選挙は7月9日（日）が投票日です

宮
崎
県
知
事
選
挙
ま
弧
、

あ
と
わ
す
か
と
な
り
ま
し

た
．
選
挙
と
い
う
と
気
に

な
る
の
か
投
票
率
で
す
か
、

宮
崎
県
知
事
選
挙
の
過
去

四
回
の
投
票
率
を
県
全
体

で
み
て
み
る
と
、
四
C
％

台
が
一
二
回
、
五
●
％
台
が

一
回
と
い
う
関
心
の
低
い

結
果
に
終
わ
っ
て
い
ま
す
．

こ
れ
を
東
郷
町
だ
け
で
み

る
と
、
次
の
表
の
と
お
り

で
す

レ
過
去
四
回
の
宮
崎
県
知

　
事
選
挙
の
投
票
率

　
県
全
体
の
投
票
率
と
比

較
す
る
と
、
か
な
り
良
い

一
面
示
率
の
よ
う
で
す
が
、

東
郷
町
で
行
わ
れ
る
他
の

選
挙
と
比
較
す
る
と
、
決

し
て
関
心
の
高
い
選
挙
と

は
言
え
な
い
よ
う
で
す
。

　
選
挙
が
私
た
ち
の
身
近

で
な
い
ほ
ど
投
票
率
が
伸

び
な
い
傾
向
に
あ
る
よ
う
で
す
が
、

ど
の
選
挙
も
私
た
ち
の
生
活
と
深
い

関
わ
り
を
も
っ
て
い
ま
す
．
一
自
分
一

人
ぐ
ら
い
投
票
し
な
く
て
も
一
な
ど

と
い
う
無
責
任
な
考
え
は
捨
て
、
あ

な
た
の
一
票
を
政
治
に
対
す
る
あ
な

た
の
意
見
と
し
て
、
し
っ
か
り
投
票

し
ま
し
ょ
う
．

青
年
団
が

ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
設
営

　
選
挙
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
の
設
営
を

今
回
、
町
青
年
団
協
議
会
が
実
施
し

ま
し
た
．
従
来
は
業
者
に
発
注
し
て

い
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
よ
り
若
者
に

選
挙
に
関
す
る
意
識
を
深
め
て
も
ら

う
と
同
時
に
、
町
か
ら
支
給
さ
れ
る

経
費
が
青
年
団
の
活
動
資
金
と
し
て

生
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
．
、

レ
作
業
風
景
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闘
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図
訓
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勧
”
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図
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”
翻
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図
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闘
帥
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翻
勧
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図
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輌
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図
脚
脚
即
賢
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「ヨ凶凶凶皿置撮置凶隅酒田凶凶湿　　一　醤　凶皿

⑰歯科医師会だより

　
今
回
は
、
入
れ
歯
の

清
掃
に
つ
い
て
の
お
話

し
で
す
。
気
持
ち
よ
く

総
入
れ
歯
を
清
潔
に
す

る
こ
と
は
と
て
も
大
切

で
す
．
、
入
れ
歯
の
手
入

れ
が
不
十
分
だ
と
口
臭

が
ひ
ど
く
な
り
、
周
り

を
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
入
れ

歯
の
清
掃
に
は
、
専
用
の
歯
ブ
ラ
シ

と
専
用
の
歯
磨
き
剤
を
使
う
こ
と
を

お
薦
め
し
ま
す
。

　
入
れ
歯
を
洗
う
と
き
は
、
ま
ず
洗

面
器
な
ど
水
を
張
っ
た
も
の
の
上
で

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
う
す
れ
ば
万

一
落
と
し
て
も
破
れ
た
り
欠
け
た
り

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
、

　
次
に
、
上
の
入
れ
歯
は
普
通
に
手

に
持
っ
て
歯
ブ
ラ
シ
で
洗
っ
て
よ
い

の
で
す
が
、
下
の
入
れ
歯
は
奥
歯
を

片
方
ず
つ
挟
む
よ
う
に
し
て
持
っ
て

く
だ
さ
い
。
下
の
入
れ
歯
は
、
全
体

を
手
で
包
む
よ
う
に
も
っ
と
、
入
れ

r
ー
ー
師
跡
睦
随
肝
腿
輪
獣
一
圏
勝
慎
電
影
勝
齢
隅
酔
一
誓
い
…
ー
ー
ー
ー
ー
”
　

表
紙
へ
牧
水
O
－
7
3
、
の
解
説

　
表
紙
の
う
た
「
木
の
葉
に
や
ど
れ

る
光
お
の
つ
か
ら
親
し
き
夏
の
す
が

た
な
る
か
も
」
．
こ
の
歌
は
大
正
十
三

年
（
一
九
二
四
年
・
三
f
九
歳
）
の

夏
の
詠
草
で
「
夏
の
日
雑
詠
」
と
題

し
て
七
首
詠
ん
で
い
る
中
の
一
首
で

す
。
牧
水
の
最
終
歌
集
（
第
十
五
歌

集
）
「
黒
松
」
に
収
め
て
あ
り
ま
す
、
．

　
こ
の
頃
、
牧
水
の
家
族
は
沼
津
市

か
み
か
ぬ
き

上
香
子
に
住
ん
で
い
ま
し
た
．
．
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ば
ニ

歌
に
並
ん
で
、
「
ほ
ろ
に
が
き
煙
草
の

け
む
り
ふ
く
み
つ
つ
縁
に
見
て
を
り

青
葉
に
射
す
日
を
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
か
ら
推
察
し
て
、
青
葉
に
お

お
わ
れ
た
家
の
縁
側
に
牧
水
は
腰
を

　
　
　
渡
　
邊
　
邦
　
彦

お
ろ
し
、
た
ば
こ
を
う
ま
そ
う
に
吸

い
な
が
ら
、
木
の
葉
に
や
ど
る
光
を

親
し
く
感
じ
て
詠
ん
だ
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
，
牧
水
の
歌
は
ど
ち
ら
か
と

い
う
と
季
節
を
先
ど
り
し
て
詠
む
よ

う
で
す
か
ら
、
こ
の
歌
も
「
夏
」
と
い

っ
て
も
夏
の
初
め
と
考
え
ら
れ
ま
す
．

　
こ
の
歌
は
、
ゆ
っ
た
り
と
し
て
お

だ
や
か
な
雰
囲
気
が
感
じ
と
ら
れ
、

生
き
生
き
と
し
た
新
鮮
さ
を
私
た
ち

の
胸
に
伝
え
て
く
れ
ま
す
．
．

　
と
こ
ろ
で
、
大
正
十
三
年
と
言
え

ば
、
こ
の
年
の
春
、
牧
水
は
亡
父
立

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
．
　
　
　
　
皿

　
総
入
れ
歯
や
部
分
入
れ
歯
を
長
い

時
間
入
れ
て
い
る
と
、
歯
肉
が
炎
症
＝

を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
、
こ
れ

は
義
歯
性
口
内
炎
と
言
い
ま
す
。
入
｝

れ
歯
を
歯
ブ
ラ
シ
や
入
れ
歯
洗
浄
剤
麟

で
清
潔
に
す
る
だ
け
で
富
、
毛
蓋

の
丸
い
少
し
や
わ
ら
か
め
の
歯
ブ
ラ
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝

シ
で
、
歯
肉
を
マ
ッ
サ
ー
ジ
す
る
よ
コ

・
に
ブ
ラ
・
シ
ン
グ
・
て
嘉
・
い
．
｝

　
ま
た
、
夜
寝
る
と
き
に
は
入
れ
歯
隅

を
外
し
て
歯
肉
を
休
め
る
と
と
も
に
、
｝

細
票
増
え
・
の
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。
㎜

外
し
た
入
れ
歯
は
水
を
入
れ
た
タ
ツ
瑞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馴

バ
ー
な
ど
に
入
れ
て
保
管
し
て
く
だ
邸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鄙

菰
は
，

　
　
　
触
認

蔵
の
十
三
回
忌
法
要
を
営
む
た
め
長

男
旅
人
を
連
れ
て
久
し
ぶ
り
に
帰
省

し
ま
し
た
．
一
四
月
十
二
口
に
法
．
要
を

す
ま
せ
た
後
、
母
マ
キ
を
伴
ブ
．
て
沼

津
に
帰
り
ま
し
た
．
母
は
「
ヶ
月
ほ

ど
沼
津
に
滞
在
し
て
坪
谷
に
帰
っ
て

き
ま
し
た
．
．
な
お
、
こ
の
年
の
五
月
、

童
謡
集
「
小
さ
な
鶯
」
を
出
版
し
て

い
る
の
で
付
記
し
て
お
き
ま
す
、

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉



　　　　　　鵜8ご’り⑩

メ
ジ
ロ
の
捕
獲
・

　
飼
養
に
は

　
　
許
可
が
必
要
で
す

　　　　　お知らせ
く　〈イこノ7オメーショこノ）湯〉

▽
捕
獲
で
き
る
期
間

　
毎
年
七
月
一
日
か
ら
翌
年
の
一
月

　
三
十
一
日
ま
で

　
※
こ
れ
に
は
県
（
東
臼
杵
農
林
振

　
興
局
）
の
許
可
が
必
要

▽
飼
養
で
き
る
羽
数

　
原
則
と
し
て
一
世
帯
に
つ
き
一
羽

　
※
こ
れ
に
は
町
の
許
可
が
必
要

▽
手
数
料
　
二
千
六
百
円

　
な
お
、
不
明
な
点
、
メ
ジ
ロ
捕
獲

に
関
す
る
情
報
に
つ
い
て
は
、
鳥
獣

保
護
員
ま
た
は
役
場
林
政
課
ま
で
お

問
い
A
ロ
わ
せ
く
だ
さ
い
。

鳥
獣
保
護
員

　
黒
木
睦
実
（
寺
迫
）
⑱
1
8
0
9

　
松
掛
芳
郎
（
坪
谷
）
⑲
7
7
4
0

計
量
器
定
期
検
査

　
今
年
も
県
の
計
量
器
定
期
検
査
が

次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
．

　
ハ
カ
リ
を
商
取
引
や
証
明
行
為
に

使
用
す
る
方
は
、
も
れ
な
く
検
査
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
7
月
1
3
日
　
9
時
～
1
4
時

▼
場
所
　
東
郷
町
役
場
玄
関
前

福
祉
器
具
の

　
貸
出
し
に
つ
い
て

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
牧
水
園
の

御
好
意
に
よ
り
、
在
宅
で
寝
た
き
り

の
高
齢
者
や
障
害
者
の
た
め
の
、
貸

出
用
ベ
ッ
ド
、
車
イ
ス
、
シ
ャ
ワ
ー

チ
ェ
ア
ー
等
を
町
鳶
会
福
祉
協
議
会

で
お
預
り
し
て
い
ま
す
。

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
こ
れ

ら
を
必
要
と
さ
れ
る
方
に
無
償
で
貸

し
出
し
い
た
し
ま
す
の
で
、
希
望
さ

れ
る
方
は
町
社
会
福
祉
協
議
会
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

乳
幼
児

　
医
療
費
助
成
制
度

　
町
で
は
、
満
三
歳
に
な
る
ま
で
の

乳
幼
児
に
対
し
て
医
療
費
の
助
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。

▼
助
成
対
象
　
入
院
ま
た
は
入
院
外

　
及
び
歯
科
診
療
で
す
．
．

▼
助
成
額
　
　
ヶ
月
の
保
険
診
療

　
額
全
額
で
す
。

▼
申
請
方
法
　
医
療
機
関
・
調
剤
薬

　
局
で
申
請
書
に
証
明
を
も
ら
い
提

　
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
窓
口
　
役
場
福
祉
生
活
課

▼
支
給
日
　
申
請
さ
れ
た
翌
月
の

　
2
0
日
。

▼
そ
の
他

⑦
国
民
健
康
保
険
や
社
会
保
険
等
を

利
用
し
て
医
療
費
を
支
払
っ
た
後
で

申
請
し
て
く
だ
さ
い
．
．

②
申
請
さ
れ
る
時
ば
，
必
ず
保
険
証

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

③
申
請
者
名
義
の
口
座
は
、
郵
便
局

を
除
く
町
内
及
び
日
向
市
内
の
金
融

機
関
の
口
座
に
な
り
ま
す
、

④
保
険
適
用
外
の
医
療
費
は
、
助
成

の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。
（
入
院
時
の

食
事
療
養
料
・
差
額
ベ
ッ
ド
・
お
む

つ
借
用
料
・
付
添
看
護
料
な
ど
）

⑤
高
額
療
養
費
な
ど
の
公
的
助
成
や

勤
務
先
か
ら
の
医
療
費
助
成
が
あ
る

場
合
は
、
そ
の
額
を
差
し
引
い
て
助

成
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
詳
し
く
は

　
役
場
福
祉
生
活
課
福
祉
係
ま
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

母
子
家
庭

　
医
療
費
助
成
制
度

　
母
子
家
庭
で
あ
っ
て
、
二
十
歳
未

満
の
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
配
偶
者

の
な
い
母
親
、
及
び
義
務
教
育
課
程

終
了
ま
で
の
児
童
を
対
象
に
、
病
院

ま
た
は
歯
科
で
医
療
費
を
支
払
っ
た

場
合
、
そ
の
一
部
を
町
が
助
成
し
て

い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
役
場
福
祉
生
活
課
福

祉
係
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

「
全
国
豊
か
な

　
海
づ
く
り
大
会
」

　
　
開
催
に
ご
協
力
を

　
今
年
秋
に
日
南
市
で
「
全
国
豊
か

な
海
づ
く
り
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

す
が
、
こ
れ
に
対
す
る
過
激
派
の
テ

ロ
・
ゲ
リ
ラ
を
防
止
す
る
た
め
に
も
、

次
に
掲
げ
る
よ
う
な
不
審
者
に
気
づ

か
れ
た
と
き
は
、
す
ぐ
最
寄
り
の
警

察
に
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

◎
こ
ん
な
人
は
い
ま
せ
ん
か
。

。
一
人
住
ま
い
な
の
に
、
ノ
ッ
ク
な

ど
の
合
図
を
し
て
部
屋
に
入
る
者
。

・
周
囲
を
異
常
に
気
に
し
た
り
、
人

目
を
避
け
る
よ
う
に
し
て
い
る
者
。

・
服
装
は
、
電
気
や
ガ
ス
の
工
事
人

を
装
っ
て
い
る
が
、
本
当
に
工
事
を

し
て
い
る
気
配
の
な
い
者
。

・
近
所
を
う
ろ
つ
い
た
り
、
近
所
の

家
の
様
子
を
う
か
が
っ
た
り
し
て
い

る
見
な
れ
な
い
者
。

　
　
　
　
今
月
の
納
税

固
定
資
産
税
二
期

国
民
健
康
保
険
税
三
期

　
　
　
※
納
期
は
七
月
三
十
一
日
ま
で

輿
添動

灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
方
か
ら

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉
の

た
め
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

〔
6
月
5
日
ま
で
に
受
付
し
た
分
〕

◎
福
瀬
の
田
邊
カ
メ
さ
ん
か
ら

（
歳
男
さ
ん
・
8
3
歳
ご
逝
去
）

◎
羽
坂
の
吉
田
宗
彦
さ
ん
か
ら

（
宗
蔵
さ
ん
・
7
0
歳
ご
逝
去
）

◎
坪
谷
の
矢
野
み
ち
さ
ん
か
ら

（
直
さ
ん
・
7
4
歳
ご
逝
去
）

◎
福
瀬
の
長
渡
サ
ク
子
さ
ん
か
ら

（
俊
子
さ
ん
・
7
4
歳
ご
逝
去
）

◎
寺
迫
の
黒
木
捨
義
さ
ん
か
ら

（
テ
ル
コ
さ
ん
・
8
4
歳
ご
逝
去
）

◎
羽
坂
の
中
井
キ
ヨ
子
さ
ん
か
ら

（
清
さ
ん
・
8
2
歳
ご
逝
去
）

一
、
．
．

●

　
　
（
五
月
届
出
分
）

出
生
お
め
で
と
う

西
田

直
野

赤
ち
や

ん
竜 拳 の

葵 士
氏
名

昭
太
郎

吉
　
範

保
護
者
名

小 福 住
野
田 瀬 所

婚
姻
お
幸
せ
に

（ 一 （ 一 （江 都 黒 花 織 竹 請 佐 児 大 氏

藤 甲 木 森 田 中 関 藤 玉 野

芳 恵 俊 美 幸 恵 繁 美 靖
美 名

都 彦 子 朗 樹 一 子 勝 加 文

日 小 羽 宮 日 寺 門 羽 門 坪 住
向 野 崎 向

月
1

月
1

市 田 坂 市 市 迫 町 坂 町 谷 所

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

稲
田
虎
次
郎

小
林
初
三
郎

矢
野
直

吉
田
宗
藏

中
井
清

田
邊
歳
男

氏
名

65

@
歳

96

@
歳

74

ﾎ

70

ﾎ

82

ﾎ

83

ﾎ

年
齢

小
野
田

坪
谷

田
野

羽
坂

福
瀬

住
所

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報係⑭2111（14）まで〉
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